




















〔研究目的〕 

新生児医療の成績をいっそう向上させるためには,NICU を中心とした未熟児新生児医療の

充実と全国的にみたシステム化が必要であることはいうまてもない。 

われわれの多くはさきに昭和51 年度より厚生省心身障害研究「新生児緊急医療システムに

関する研究」〔代表者小川次郎〕および「NICU の設置運営に関する研究」(代表者小宮弘毅)

に従事し 1)～4〕昭和 54 年度まで毎年諸報告を行なってきた。 

この間における新生児医療の地域化に関する進歩は日本全国からみれば局地的であるとは

いえ地域によっては目ざましいものがあり,また NICU の増設も目立っているように感じら

れる。 

そして初めて全国調査1)5)を行なったとき(昭和52年 1月)から約4年を経過したので,今

回再びそのときと殆んど同じ方法で全国調査を試み,その成績を比較検討してみたのでこ

こに報告する。 


